
■木曽川水系における年降水量は、近年は少雨の年が多く減少傾向であり、年による変動幅が増大

定期点検とりまとめ（案）（参考データ） 

木曽川水系 おける年降水量は、近年は少雨 年 多く減少傾向 あり、年 よる変動幅 増大
■計画当時は昭和１７年～昭和４２年の流況を基に供給が可能と見込まれる水量を設定 
■平成１６年の全部変更においては、近年の２０年（昭和５４年～平成１０年）に２番目の渇水年の流況を基に安定供

給能力を設定 
■定期点検においては、データが整理可能な平成１１年～平成１７年の７年間の流況を延伸定期点検 お 、デ タ 整 可能な平成 年 平成 年 年間 流況を延伸

延伸期間 
（H11～H17の7年間)

FP検討対象期間 
（S54～H10の20年間)

定期点検検討対象期間 
（S54～H17の27年間) 木曽川水系のダム計画に 

用いられたデータ期間 
（S17～S42) 

（H11 H17の7年間)（S54 H10の20年間)
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S59 H17 
主な渇水年 
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